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開催概要

日時 2026年8月2日(日)

会場 旭川実業高校

人工芝グラウンド

報告者 増田 裕之

研修概要

旭川サッカーフェスティバルの試合を活用し、主審・副

審・第４の審判員を経験。試合後にはインストラクター

によるフィードバックを実施し、実践を通して審判技術

の向上を図りました。

報告者：HKFA審判委員会育成・普及グループ 増田裕之

参加者の声

③藤川恵太
（旭川地区高校1年生）

研修では、「とにかくボールを
追うこと」をテーマに実技へ取
り組みました。1試合目はジョギ
ングが多く、ボールを後追いす
る場面がありましたが、その反
省を踏まえ、2試合目以降は積極
的にボールを追い、サイドチェ
ンジへの対応も改善することが
できました。また、オープンな
ポジショニングで全体を見渡す
ことや、プレッシャーを受けて
いないセンターバックがボール
を保持した際に前方の情報を集
めることを意識してレフェリン
グを行いました。今回学んだこ
とをリーグ戦などでも実践し、
より良いレフェリングにつなげ
ていきたいです。

①太田碧飛
（旭川地区高校3年生）

今回の実技では、角度をつけた
ポジショニングを意識したこと
で、プレーをより明確に確認で
きる場面が増えました。一方で、
事象だけを見てしまい、プレー
全体の流れや状況を把握できて
いなかったため、ファウルの判
定に迷う場面もありました。
フィードバックでは、「見てい
るようで見えていない」ことが
判定につながっていないと指摘
を受け、攻撃側競技者の寄りか
かり方など接触プレーの見極め
の重要性を学びました。今後は
トランジションで素早く動き出
し、より良いポジションからプ
レー全体を捉え、的確な判定に
つなげていきたいです。

②遠藤寛太
（宮城県高校2年生）

普段担当している女子高校生の
試合と比べ、非常に強度の高い
試合を経験し、多くの学びを得
ることができました。特に、攻
守の切り替えの速さやスピード
の中での視野の確保、空間の使
い方など、実践を通して多くの
気づきを得られたことが大きな
収穫でした。また、「一つでも
多く吸収したい」という思いで
参加し、自分に足りない部分を
意識しながら取り組むことがで
きました。北海道の審判員の積
極的な姿勢にも刺激を受けたの
で、宮城に戻ってからも攻守の
切り替えを意識しながら、今回
の学びを実践に生かしていきた
いです。
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